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日
本
発
祥
の
武
道
で
あ
る
柔
道
と
空
手
の
競
技
人
口
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
？　
日
本
国
内
で
は
、
柔
道
の
十
二
万
人
に

比
し
て
空
手
は
三
百
万
人
、
世
界
で
は
、
柔
道
が
約
百
三
十

万
人
に
対
し
て
空
手
は
約
一
億
人
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

こ
の
空
手
の
国
際
化
は
、
日
本
空
手
道
協
会
（
Ｊ
Ｋ
Ａ
）
が
、

若
い
優
秀
な
指
導
者
を
“
空
手
大
使
”
と
し
て
世
界
に
派
遣

し
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。そ
の
中
に
、そ
の
強
さ
か
ら「
虎

（
タ
イ
ガ
ー
）」と
呼
ば
れ
た
男
が
い
た
。榎
枝
慶
之
輔
で
あ
る
。

　
慶
之
輔
は
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
七
月
四
日
、父
福
男
、

母
し
乃
の
次
男
と
し
て
直
方
市
で
出
生
。
家
は
輸
入
医
薬
品

の
小
売
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
戦
時
中
に
廃
業
し
、
農
家
に

な
っ
た
。
慶
之
輔
は
遠
賀
川
の
す
ぐ
そ
ば
の
溝
堀
で
育
ち
、

小
さ
い
頃
か
ら
“
や
ん
ち
ゃ
”
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
小
学
生
に
な
る
と
直
方
警
察
署
の
二
階
に
あ
っ
た
武
道
場

に
通
い
、
柔
道
・
剣
道
の
稽
古
に
励
み
、
十
七
歳
に
し
て
柔

道
二
段
を
取
得
し
た
。
鞍
手
高
校
二
年
生
の
と
き
で
あ
る
。

　
空
手
と
の
運
命
的
な
出
会
い
は
そ
の
翌
年
だ
っ
た
。
高
校

の
先
輩
で
も
あ
り
、
後
に
拓
殖
大
学
空
手
道
部
の
先
輩
と
な

る
、
入
江
敏
夫
と
岡
崎
照
幸
が
帰
郷
し
た
際
、
彼
ら
が
披
露

し
た
演
武
に
い
た
く

感
動
。
慶
之
輔
は「
柔

道
と
剣
道
を
一
生
懸

命
や
っ
て
い
た
が
、

空
手
の
演
武
を
初
め

て
見
た
と
き
、
こ
れ

こ
そ
探
し
求
め
て
い

た
武
道
だ
と
迷
い
も

な
く
感
じ
た
」
と
述

懐
し
て
い
る
。

　
空
手
と
の
出
会
い
の
後
、
岡
崎
か
ら
拓
殖
大
学
へ
の
進
学

を
勧
め
る
手
紙
を
何
度
も
も
ら
い
、
慶
之
輔
は
空
手
の
強
豪

と
し
て
知
ら
れ
る
同
大
学
へ
進
学
。
昼
夜
を
問
わ
ず
空
手
漬

け
の
生
活
を
続
け
、
空
手
道
部
の
主
将
を
務
め
た
。
卒
業
後

は
一
旦
社
会
人
生
活
を
経
験
し
た
が
、
一
九
五
九
（
昭
和
三

十
四
）
年
、
プ
ロ
の
空
手
家
を
目
指
す
。
四
谷
に
あ
る
日
本

空
手
道
協
会
（
Ｊ
Ｋ
Ａ
）
の
本
部
道
場
研
修
生
と
な
り
、
同

協
会
設
立
者
で
初
代
首
席
師
範
の
中
山
正
道
に
師
事
。
一
九

六
一
年
、
三
年
間
の
専
攻
研
修
を
終
え
て
本
部
指
導
員
と
な

る
。

　
同
年
、
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
の
個
人
組
手
試
合
で
三

位
、
翌
年
は
準
優
勝
。
翌
々
年
の
第
七
回
大
会
で
前
年
度
覇

者
の
ラ
イ
バ
ル
白
井
寛
を
降
し
て
優
勝
を
果
た
す
。
歴
史
に

残
る
名
勝
負
と
い
わ
れ
た
そ
の
試
合
に
お
け
る
、
慶
之
輔
の

激
し
い
組
手
ス
タ
イ
ル
に
、
師
匠
の
中
山
は
「
虎
（
タ
イ

ガ
ー
）」
と
い
う
異
名
を
付
け
た
。

　
終
戦
後
、
日
本
の
柔
道
や
空
手
な
ど
の
武
道
に
強
い
関
心

を
向
け
る
欧
米
人
が
増
え
、
海
外
の
軍
部
や
特
殊
部
隊
、
警

察
な
ど
か
ら
指
導
依
頼
が
Ｊ
Ｋ
Ａ
に
殺
到
。
日
本
政
府
か
ら

の
要
請
も
あ
り
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
は
若
く
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
指
導
者

を
海
外
へ
指
導
員
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
六

五
（
昭
和
四
十
）
年
、
空
手
四
天
王
と
い
わ
れ
る
白
井
寛
、

金
澤
弘
和
、
加
瀬
泰
治
そ
し
て
慶
之
輔
を
欧
米
そ
の
他
の
主

要
国
へ
派
遣
。
最
終
的
に
白
井
は
イ
タ
リ
ア
、
金
澤
と
慶
之

輔
は
イ
ギ
リ
ス
、
加
瀬
は
フ
ラ
ン
ス
で
長
期
に
わ
た
っ
て
指

導
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
の
慶
之
輔
は
、
ま
ず
リ
バ
プ
ー
ル
で
道
場
を

開
き
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
か
ら
は
ロ
ン
ド
ン
の

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
道
場
を
開
設
。
一
九
八
一
年

に
は
イ
ギ
リ
ス
に
三
百
か
所
の
道
場
と
二
万
五
千
人
の
生
徒

を
有
す
る
空
手
組
織「
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｇ
」の
最
高
師
範
と
な
っ
た
。

「
セ
ン
セ
イ
・
エ
ノ
エ
ダ
」
と
慕
わ
れ
、
多
く
の
著
名
人
に

空
手
を
指
導
し
、
Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
出
演
や
地
下
鉄
ポ
ス

タ
ー
の
モ
デ
ル
に
な
る
な
ど
、
ヒ
ー
ロ
ー
的
存
在
で
も
あ
っ

た
。

　
私
生
活
で
は
ド
イ
ツ
で
知
り
合
っ
て
結
婚
し
た
夫
人
と
の

間
に
一
男
一
女
を
授
か
る
。
世
界
各
地
に
出
か
け
て
不
在
が

ち
で
は
あ
っ
た
が
、
家
族
を
大
切
に
す
る
夫
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
タ
イ
ガ
ー
と
呼
ば
れ
た
男
も
病
魔
に
は
勝
て
ず
、
二

〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
三
月
九
日
、
鬼
籍
に
入
っ
た
。
享

年
六
十
七
。
生
前
の
功
績
を
た
た
え
、
Ｊ
Ｋ
Ａ
は
彼
を
九
段

に
認
定
し
た
。

　
日
本
で
の
葬
儀
に
国
内
外
か
ら
大
勢
の
弔
問
客
が
訪
れ
た

こ
と
に
加
え
、
ロ
ン
ド
ン
の
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
で
行
わ
れ

た
追
悼
式
で
は
入
り
き
れ
な
い
人
が
場
外
に
あ
ふ
れ
、『
タ

イ
ム
ズ
』
に
追
悼
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
か

日
本
で
は
彼
の
功
績
を
知
る
人
は
少
な
い
。

　
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
で
柔
道
は
正
式
種
目
と
な
り
、
そ
の
後
も
各
大
会
で
採
用

さ
れ
、
日
本
人
選
手
が
活
躍
し
て
多
く
の
メ
ダ
リ
ス
ト
を
輩

出
し
て
い
る
。
同
じ
く
日
本
発
祥
の
武
道
で
あ
る
空
手
は
、

二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
開
催
の
東
京
大
会
で
、
個
人
組
手

３
階
級
と
形
を
合
わ
せ
て
男
女
そ
れ
ぞ
れ
４
種
目
が
、
初
め

て
正
式
種
目
と
な
っ
た
。
し
か
し
二
〇
二
四
年
、
パ
リ
大
会

で
は
柔
道
と
テ
コ
ン
ド
ー
は
あ
る
も
の
の
、
空
手
は
消
え
て

い
た
。
世
界
で
愛
さ
れ
て
い
る
空
手
が
、
再
び
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
正
式
種
目
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
。
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